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学習を意味する倭語の原義

教奇醒学研究室　木　村　俊　夫

（昭和47年10月28日受理）

まえがき　　　　　　　　　　　　　　　　は行動・終りのガクモンは主体化された学問，すなわち

学識である。
倭語の習フ。真似ブ・学ブ・悟ル・知ルは，広義の学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・2　モノナラフ

習を意味する。本稿は，此等の言葉の言語学的・語原学
的蹴である．成果は旧本人の学醐の源流を窺う手　紀の「軸者僧」を釈購己（岬籍己）はモノナラ・

耐して問題を提起したり示囎えることにあ・た・鱗欝衡鰯瀦’鵬監

1学問　　　　　甲輩騰繍諜｝騰醗1意1澱睾
1。1　ガクモン　　　　　　　　　　　　　　　　　は，いずれの偏にか侍らん」という質問を通じて字を知

正史における学問という字の初見は，日本書紀　　る，というのが表面の意味である。

訓み方の推定は・一般に極めて困難である。しかし・推　　行動の対象を意味した。ナラフは2・2で考察する。

古天皇15年（607年）に創建された法隆寺の正式の名称が

法隆季商等であり，この「学問」が「法隆」と同様に音　　2　学

読されたとすれば，紀の方も撰上当時はガクモンと音読　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2・1　ガ　　ク

さ驚輪謙代欄や古繰で灘轡総鷺歪灘鰻

鵜繋照驚熱鯉讐霧暴癩1：簸章蕪垂隷蹴琴瀦
と，潴抄（1輩゜）の「軸贈・囎ヲ学プモ，俗・紀抄（1峯2）の「學・鮮二千人」であろうか・ただにの

伝・明経ヲナラフモ，コレヲ学スルニシタガヒテ，智解　　場合は未だ学問をし尽していない人を意味する。

ll鷹難三lll殿lll灘獄慰驚欄，汰きなる職をも辞b利をも捨つる1ま，ただ軸の蝋…d（推古元年）等である・しかb騨抄の「内典・外

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■ﾍなり」（130）等に窺えるごとく・国語としてのみなら　　典ノ文籍ハ…学スル人モナシ」（7）や，正法眼蔵随聞記

ず騰構成要素としても・＋分に鰭し魚’る・　　（　1237年以下随聞記）の「昔の人は外典の学問も身を忘れて鞠

蝸ﾘ隷蕪環熱二霧るなり」鰹唇）や従然の「道を學する人」（92）の如
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前掲の「学」（萱代馨）と「習」（穿墾）を躰古典文学　り」（752）等は讃・レ（製習再）の活用，また万葉の

全集本（以下日文本）は，ナラフ（㈱・ナラヒ（鱗1謝　「轍不益」働よ慣ルの名詞形である・「（衣が潮

と訓んでいる．ナラフの初見は，霊の「　o　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　o　　　G常啄致，毎日　　且機者錐」（麗）の慣ル1ま，それが同一行動（聴屠）来側（下序）の訓注「礁」である源文囎のなかの反働果であることを端的｝・示している・このような

では，霊の方は広義の慣熟を意味する慣ラフの用例であ　　慣ルは，同一行動の反復効果として，他に対する平気・

るに対して，紀の方は広義の学習を意味する習ラフの用　　平常・平坦な態度での適応を阻害していた抵抗感。疎外
●　　●　　●

例である。後者の初見は前掲の「ものならはし」であ　　感・異物感等の障碍が解消して適応が平滑となること，

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さらには，対象との関係が平坦化・親密化・精神的一体

ところ纐聚犠抄儲潔抄）では，8・数個の真化することを意味する・

名がナラフと訓まれている。もっとも，その半数は「並　　　上記の慣ルは平坦化の・霊の「其女媚レ壮馴レ之」の訓

ブ」臆味する．残りは，第・系（学・習，等），第2　注「馴繰」㊨は糖化の，礫の「鮪西奈朗

臨（導1鴛轟勲よび両剰謝る第3系（似’京弓」（ll）は精神鰍の好例であろう・ナツクは

器薦灘蹴灘羅1論爆欝蕪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

している。記伝は・霊の前掲訓注や繹紀の「敷レ此ナラへ」　　　（2）慣ラス・馴ラス

鰍灘犠嬬糠更饗㌘源箆二濃撚膿課輔輸
効．傲は敷と同一視されていたら鵬　　　　1ま平靴，刷抄（1輩2）の「晴に出でて人を凱掴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o繼Lの第3系を慣ラフと習ラフの同根陸の反映と考え　　は親密化するように慣ラスことである。紀の「得。馴而

れば，学習に直接の関係があるとは見えぬ慣ラフの原義　　能従レ人。　乃授2酒公、。令2養訓1。未2幾時、而得．曲」

を尋ねる腰があろう・　　　　　　　（仁徳43年）は，全部をナラスの活用として訓めぬことはな

2・2・1慣ラフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・…　　　．．
霊の「敷」は，賄行動膿続行動が徴ているという　い酬ラスとは，調教という同一行動販鰍慰古り

意味嫡二の，「啄」という橘を鹸する，という意　押と動物との親し咬渉を阻署う黙という障碍を
味における慣ラフ（自動詞四段活用）であ・た・土佐日記働騨せ’燗に対する観親密化させることであ　　　　　　　　　　　●　　●　　●

の「（船旅に）をのこもならはぬは・いとも心ぼそし」　　　（3）平ラス

や源氏の「揃給は蠣歩き」㈱等はこれである・　紀の「時輝屯聚而融軌．因以貌其岬癬
慣ラフとは洞τ行動を唇復燃することである・同　山囎鍮鑛1」耀）は，とき1・「軸」（壁）と一とは，先に後が似ており遵っていることを意味する。　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　■　　■

しかし，慣ラフにおいては，この行動の後続i生や類似性　　も記されている。このナラスは・「多知度奈良須母」

・遵難は前面に現われ飢なお，顛國生・遵難は　（万葉3546）・「焔人能踏競通之道者」（醗）と同様

先・後を朋（アハセミ）ることが必要であるが，名義抄　　に，地表を平坦化することであった。この章ラスは，踏

は朋を（ナラヒル）と訓ませている。　　　　　　　　　むという向上告動の皮覆商栗により灌木や地表の凹凸と

慣ラフの効果は慣ルであるが・慣ラフには敷果の一側　　いう交通・農耕等の障魯を飾蒲させ，地表を車血花する

（1）慣ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　想起される。万葉の「桑紬爾末仁」㈱や新欝鏡（課霧）　かくして，平ラスは，その臓＋行動の反働果



木　村：学習を意味する倭語の原義　　　　　　　　　　　　　　　93

により主客間の障碍を解消させる一において慣ラス，馴　　日の国語学では，ナラフとほぼ同義，発生的にはマネブ

ラスと同一であり，用法において地表との関係の枠内に　　と同根でマネ（真似）からの転成語と考えられている。

限定されていた，と言える。初めに，慣ルが風土への適　　表1に示す敷の訓は上記4語の関係の反映であろう。マ

応，慣ラス・馴ラスは騎馬の調教，平ラスは農耕のため　　ナブの原義の検討はマネから着手されなければならな

に荒地を平坦化すること，を意味して用いられたとすれ　　い。

ば，戦後史学が日本古代史の形成者として措定する騎馬 表　1

　　　　　　　　　4）・5）
ｯ族の倭国への定着過程と対応する。 ＼国名義抄1
2・2・2習ラフ ナラ烈蜘妓効傲
　狭義の学習にせよこれを意味する真名は紀に多く見ら

黷驕Bしかし，広義の学習であってもこれを意味するナ マネ1劇
ラフの語の確実な初見は紀の成立より200年も後の古今

マネブr

葛W集の「もの備し」㈱である・ナラ・・ス侮編） マナ刻　1　　微
は習ラフ儲轟彊）の使役形である・してみれば，習ラ

フは前述の致ラフ・慣ラフ・慣ル・慣ラス・平ラス等よ　　　2・3・1マ　　ネ

りかな噺い語である・漢籍゜仏典の学習蹴ミあつ
@武内宿禰に代。て卿死体とな・た蜘の自決て初めて成立した語であろう。習ラフを，知覚翻学習．購学習．態度軸・大別は，「孤大臣・」（騨己）を自認しこれを利用しての

すれば，前掲の「学」（琳讐）や「（琴の）かたき調子どことであ。た．マ鼻（真似）は三（似）ていること謹

もをただひとわたりに赫δとり給ふ」（源氏紅葉賀）は矢・覚本である・マは真実を意味する接鶏マ初動詞はマ

^動学習，前馴魯」（鞠「ナラフ槻等は鰹鰻蕊鷲条樹誌像灘
購学習証法眼蔵（｝舞翻の仏道を鵬慮・といふは　し，犠抄はニルを似・肖・如・若噸・像，等の訓1と

自己を聯なり」（現成公按）は態度学習である・一配の技　している・したが・て，甲が乙に似るということは’甲

I学習と態欝習｝・は…h・hm・・，知識学習｝・は　が乙のあるもの（原像，乙’♪を・甲のあるもの（甲’）に

。，1。，n。nが近い．なお，上掲の「自己をならふなり」　おいて写像していることだ・緕える・この写墜に歪み

は「自己をわするるなり」であって他の習ラフ鮪の　がない場合に・人は甲1・乙の鱒町甲は乙に真にニル
ﾛ取であるに対して庶一の翻である．習ラフの語の　（●　　　　●似・肖）・甲は乙のゴトシ（如・若）と感じ，また甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●最深義を示すものであろう。　　　　　　　　　　　　　と乙の類同性を認めるのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　●

以上によれば，習ラフは，まず習ラフ対象であるもの　　　（1）マ　ニ
　　　　　　　　　　　　　●　　●　　　　　　　　　　　　．　　．
ﾉ蓮らこと，すなわち手本に似るように行動することで　　　この二に真実を意味する接頭語マが添えられ・さらに壮

ある。ここでいう手本は，独乙語ではMusterよりは　　大を意味する接頭語フトが冠せられた語がフトマニ（布

V・・bildが近、繭型と言・たほうが翻であるかも知斗腱働太占（神代紀上一書）・等）であろう・一は・言己伝で
黷ﾈ燃一の捨身ですら「仏祖の行履」（堕4開三解）は「如何なる意にか総ひ得ず」（鷺）とされていが範型であった。態度学習以外は，慣ラフと異なり反復　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　．　　．

�Kずし腰し軌しかし摺ラフは「もの」の認識　る・槻によれば，不満の意を崇りとして演出゜表示し
ﾆ行動の仕方の習得を必然的に轍れる。そうでなけた神の正体薦が不明の場合に「何脳」（藷仁）を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■れば，訓注「下敷・此」や「なかまろをもろこしに・・　　　知るために，司祭（甲）が神（乙）の真意（乙ノ）を獣骨

つかはした」（剛掲）ことは鱒味である・　　　に写像させた「蜥」催譲甲’）カ・マニ（真似）であ

紀の「轍蝋鱗や「齢生三四ん翫畿讐謹騨1緬臨以幅習於灘」催）の「学」を・日文本は（藷仁）である．ウラの一ウラばら艦躍），一

ｶ禦；；繰瓢易ζ勢購はアーの約音で酪」（記伝四神代2）の意であろう・
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認あ贈繍覧繍隻嚇難膿∵1二llll真似恥を入るる事もあるに」（菜）であろうか．霊のマ　も。とも新しくまたも。ともマナブに近嘲例である．

ナラ

ネは，眼前の鶴鵠の行為を学った二神のように甲が乙の　　しかし，どの用例もマネの基本概念を失ってはいない。

行為を甲の行為において写像するのではなく，脳裡に描　　回想による模写は，語り手（甲）が世間（乙）に発生し
　　　　　　　ナラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　o
ｭ「溺苦之状」を学った兄尊のように現実的行動から抽　　た事態（乙’）を語り手の見聞放送（乙’）において写像す

出された定型を演出することであった。マネの対象には　　ることであり・意図的・修得的学習は学習者（甲）が社

具体的事実と社会的定型とがあったのである。なお，霊　　会（乙）の定型的な技術・知識（乙ノ）を自己の技量・学

がマネに「敷」を当用したことは・霊の「確昊」（鶉）識（甲’）として自己に写像・定着させることである．こ

や記紀の「致レ此」と同様に，先（乙ノ）に後（甲’）が似　　のようなマネブはもはやマナプと異なるところはない。

ていることが基本だ，ということの反映である．二神や　なお，今日の我々がrD・Imit・・i。n・Ch，i、・量」’．「基

鱒の場合の「学」はマネが行為の基調であ・た・紀に　督のまねび」’・「古仏のまね魂等のマネビを鞍期のおける「学」のこの用法は泄阿弥の「物騎（難）の先マネビの意味よりさらに深・意味において受容できるの

駆であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は，道元によるナラフの意味，世阿弥によるマネの意味

　万葉には，マネの語は見出せないが・ニルはニツク　　の掘下げがあったからであろう。

ﾕ謙欝鼎曙1翼窪2ダー学ブ
際の繍たれば」（糸欝）のごとき用㌧議蝶蹴論1誰製欝繕
世阿弥の芸道誌おける能の美学的原理としての幽玄　はない・犠抄がマナブと訓ませた字は学’導・傲・働

aと赫実醗支える「物ま礁隼講霧畿驚1藷1濃臓乱1惣蕾黒竺子）は・「物判麗）・「物顛」撫璽）とも言己塒代にマナブの語力・既に存在していたのか未だ成立し

　　　　　　　マネｳれるが，この「学」と錐も前述のマネの概念の外にあ　　ていなかったのかを確認できない。マナブの語の存在が

るのではない．しかし，この「マネw」は，表面的な写像で　確認されるのは平安欄以後である・

ﾍなく遭かな教養と厳い稽古により初めて対知本　源氏の「わざとならひ緬まねども」（葉）・「年頃ま

質に迫る写実であ・た・マネのも・とも洗練された・そ赫知り給一る事どもの深き心」㈱は修僻習であ

して真似の犠にも・とも忠実なマネであ・た・ @　る・千載和歌集（1187年，序）の「此の頃の翻赫ること

聯需轍言吾膿調）・その卿鑓鏡角讐講ll意暮藻霊の嘘称」（削である・霊では「乞者来，耐のごとき用例が見られる．そこでは，翠ブは翠スやナラ

華経品1而乞レ物。沙称聞・之軽咲砦，故便・己口1詑レ音敷　　フとともに知性による理解学習（「智解」）であり，その

読晶識灘霧言二霧暮誌難饗ほ灘禦薩翻「重翫
も」（上）や枕の「儲）人の言ふらむことを嶽らむモハジメヨ値けクトモ只弓鑓・好ミ學セバ」（旦吝

崖あ離灘驚麟畿゜「婆1境鰍欝ζ撹灘黙膿の夢合ふ蜘ま酬・嶽な」働「働方の有　しるはまことの智にあらず」（38）1よ，さきのマナブが自

様，揃たてむも言の齪るまじく」（初音）は・見聞の動的な・・1・・n・nであ。た｝・対し，燭的な…jm記憶に基く無意図的・衝動的・回想的模写，「ありぬべ　　lernenである。「仮りにも愚を季蕊ぺからず。・…験

き方をばつくろひて揃いだすに」（帝木）は分別が真実　をま誌噸のたぐひ，舜をま誌瞬の徒なり．偽り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　■　　●性を歪める意図的，回想的模写である。これらに対し　　ても賢をまなばむを賢といふべし」（85）は，私淑の意味
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を含む模倣学習Nachahmungに概当するかも知れない　　う用例は古語にはない。マナガリを時典が「未詳」とし

が，ある存在をNormとしこれを修得して自己をそれ　　たのは当然である。

に同一化しようとする態度学習でもある。また，花伝書　　　私見によれば，マナガルのガルは，カルと同様に，形

の「申楽延年のことわざ，其源を尋ぬるに，……其風を　　容詞の語幹または名詞に接尾して四段活用の動詞を造る

ま誌ちから及びがたし．さ描古をま姦δ」（序）観語である．疎には「｛ツナ（、鋼，）一ナ｝＋ガルーツ

は・「稽古」（序）輔する勢舳㎞1㎝こガル（lll翫「ムラ齢濁＋ガルームラガル働

T驚轡の「物学」の仕方をマナブ P麟瓢膿；鰍鷹！鴛
　このような学ブは，その過程の低次元にマネ・マネビ
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナガル」によって成立したと考えてもおかしくない。

風i暮瑠雛臨Σ甥薫李雛　後世のガルには・「脳はれがり」（簸）のごとく「・

ﾌマネ．マネブと異なる．学ブはマネの反復すなわちナのように感じる」と・「才がらず」（源氏初音）のごとく「…

ラフをその基礎に持つのである。　　　　　　のふりをする」とがある・マナガルの場合は「’”を行為

に表現する」であろう。したがって，記の歌中では，語

2°3’4愛　ブ　　　　　　　　　意は「可愛いがり」であるが，行動面では陵撫し」と
ω愛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　解すべきであろう。①が②と③の間にあっても，このほ

●　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

万葉に「父公爾　吾者真名子叙　批刀自爾　吾者愛児　　うが記伝の説よりも文腺を崩さず，④との関係も明快に

叙」（ll）とあるように，マナ曖とも言己され，「愛らしなるであろう．

い」を意味する形容詞である。この用法は，催馬楽　　　マナがマナガルに転成するならば，「あはれ」が「あ
（808年頃）の「纈の蜘㈱等を通じて今日に伝わり・はれがり」（鶉）と「あ｝よれδ」（馨）｝二「かなし」が

､弟子のごとき新語もある・名詞化捌ま嚇登伊布　「かなしがり」（囎懸）と「かなし叔馨）に転児我」（万葉340）のごとく，甲が曖らし円と思う対象乙成したように，マナが他方でマナブと轍してもおかし

�ﾓ味する．このマナのマはマニ．マネのマ，ナ1ま「那く軌礫・は戴」（ll）に対して「宇礼之備」

波伊布登母」・「艦岐引（型）・「鰭波」（騨己）（ll），「可奈之伎」㈱〉に対して「可奈之制ll）の

のナで汝を意味する。なお，「愛」は「憂我痴勢命」・　　ごとき例があるのである・しかし，「愛」ないしこの種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マテ

　　　　　　　　　　　　　　　　ツクシキF蝉妹命」（記上）のごとくナを美称することもあ鱗謙隷識膿1㌔こ喉ブの

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
「愛」には，「程鶏1（灘）・「為灘刷　撫漏軽対する学習と鰹通じ縄慕（継体紀8　年）等のごとき動詞的用法もある・それらの訓は種　と愛晴の高まりが，平安欄・おいて鞘の修得を指す

々あるがマナブは見当らない。字鏡には「惜也・傷也」　　のにマネブではじゅうぶんでないことを感ずるに至っ

とあるが訓はない。また，名義抄には収載されているが　　て，マナブがマネブに代る語として出現した。この頃，

訓釈は空白である・　　　　　　　　　　　　　　　　　学問の修得を意味する真名はほとんど学と習に整理さ

（2）愛ガルと愛ブ　　　　　　　　　　　　　　　　れ，マネブには主として学の字が用いられた。名義抄が

記の「鞠の白き腕灘の若やる胸をそ謂き叩き　マネブと訓ませ旗名は学と妓だけである・

葡錘琵手玉手さしまき」は詔河上ヒ売の歌であ　上言己の槻に基き仮誰たてれば，マナブは，繍間

赫，ガ鋤酬売の歌では，①が②と③の間にある．こに・学の字鱒重し曖の字と棚b学の訓から驚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブを追放してこれと代替した。したがって，マナブは愛のマナガリは，記伝によれば，「組貫→操→マヌク→マ

轟繍享購螺騰裏壕饗1驚惣鰍ll謙1慧いる。しかし，マナガリ以外は古語には見出せない。ク

ミには「能知母撫牟」（籍略）・ヌクには「竹玉乎　と欝鷲麟を諦ごとく，もと二人称代名

繁頗垂」（捌のように用例があるカ㍉クミヌクとい詞であ。た。したがつて，マナブの臓は，我に対する
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汝としての対象を愛することでなければならない。学ブ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上記の紀と霊の引用文から，当時既に学問に関するの対象は，マネブの対象と異なり，まず，内典・外典に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「①先天的知性→②知的学習→③後天的知性」の図式が記載されているNormとしての知識であった。かくし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　捉えられていたこと，智・知は③のみならず①に対して

て，学ブは，なによりもまず，知識を愛することであっ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も用いられていたことが分かる。問題は②に対してどう

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用いられていたか，である。

これは，嘗て学問一般を意味したφ・λoσ・φ狡の原義　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　智・知に対して，字鏡は字義のみを示している。その

が愛知であったことを想起させる。嘗て「年魚市」
體蛯R）とも言己された地名「阿伊知」（箆輻）鞭灘貯に対する名義抄の訓を表示すると

が囎」（同前）と言己されるのは湘銅6年の詔「諸国郡

郷繍好判㈱によると擦されるカ㍉「愛智」の 表2
字の選定の背景に，マナブ（愛知）の語の成立事1青の先 ＼ 字鏡「　　名　　義　　抄
駆を見出せないであろうか。なお，霊はこの地名を「阿
ﾛ（圭）と言己している・

字義i形容詞　　1

＼司　動　詞

内典・外典の知識は学問することによってのみ修得さ 哲也
トシ

智「サトル　　1

れる。したがって，マナブはやがて学問をすることを愛
智

知也
サトシ

するという意味をも持つに至る。前掲の「愛2於学、」
サカシ

知　　　　　　シル
（敏達紀元　年）の諄が想起されて轟

知
識也、

@　E

r磁陽ト，レシ，レ　　ー

3智と知
覚也i
戟@l 覚　サトルシル　　t

3・1　チ 3・2　サトル

紀の「（睾）生而能乱鯉替1・及・壮…熱燃・　3’2°1トシ’サトシ゜サカシ

暑鷺繍撚昊灘鰍轟董（欝灘糠戯駝磐あ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oﾆして，霊の「㈱得麟慰修学・智行隻有輔）魚　「聰」に関する霊の訓注「聰圭」（去）は釈紀の傍訓「豊

鞭瞥隣驚輸難鞄1沖耳囎1晦する・このト脚翻する形容「智」の単独名詞的用例の初見である．しかし，上記の詞の語幹と見幅万葉の「椰」㈲・「朗（ll）

「智」が紀の灘当時に「河内駄県郡乃融寺」（藤・「旗己呂」（ll）のトと同じである．このトは虚の

劉や「信女さとりをひ胤・こ漕によらず」訓注唾」（吉）をも参貝員すればク活用であることが分（輔のごとくチと音読されたか酬ま確実伽かる。漁「翻」（ll）・「荒艦」（1｝）はク活霊の「（李）天年蜘」（鼻「（讐）蜘博学」㈲　用の一例である．犠抄によれ｝詣トシに当用された字

を日文本は「うまれながらこら」と訓ませている。シル　　は智・聰・利・疾のほか慧・俊・哲・迅・速・等々であ

は他動詞であるが，この文章には「矢・」の対躰な、㌔　る・語輌トは「砥鮭久」㈱に見られるようにもと

したがって・この知を先天的の知的素質と解して・「う　　動詞の磨グのトと同じで，トグは万葉では「剣刀蕗之心

　　　　　　　　●ﾜれながらにして知ありと訓むべきであろう・麟な知乎」㈱・「真＋麟自備乎」（11）のごとくト心を錬磨

的機能の素質を意味することは言うまでもない。問題な　　するの意味にも用いられている。
く知の単独名詞的用例と認められるものの観1ま，紀の　紀の「天皇生而萌達」（灘1）を私記丙本は「佐止師」「何死人之繍耶」（鰹）であろう・しかし，これと訓んで・る。このサを［青佐麻禰之」（劉と同様のらの「知」が灘当時に階悉幅蜘識」（響）や顯語とす描サトシはトシからの派蠕であり，

「我力痴を取出でて人に争ふは喉齢）のごとくチと音　「大鵡軸毛」（嬬）1まそのク活用である・しかし，

読されたか否かの確証はない。　　　　　　　　　　　　トシが心性のほか剣や嵐にも適用されるに対し，サトシ
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は知性にのみ齪れている・こうえ考えれ尉（阿礼）鍮撫蕊騰島τ器鷹箋；霧為人翻（記序）・「（蚕）灘轍」（審舘羅）・「騰）トク…を知る，サトキ知性により…を知るということで

軸叡智．能識燃」耀r）・「（蚕）幼而軸叡智」あろう．

蝉！筆膿轍難犠参欝の濃鷲鋸謙撫酵鷺論謹
てトシともサトシとも訓まれた字に智．聰・慧がある。　　道等の概念の構造連関や，「智」が六波羅密のひとつで

上記の聰敏と叡智は日文本ではサカシと訓まれてい　　五波羅密を円満して初めて啓開される最高理性（智慧゜
濃灘鼎離錨繍幸率歯難1濃勲灘葵単灘噛嬬．今離轍也」（蟹望羅）・「倫奎夏」瀞聯施…嚥細（序）や紀の「騨（霊上序）等から想察できよう．　　　　聰嚇能繍」（鶉）・「（睾）生而一・鯉観，槻によれば，サカシのカシは「吾屋権嚇」．「吾及・壮…蘇無」㈱のごとき，天皇・皇族の糊さ

嚇尊」（　　　　　　　　　　　　Jvシキ撃倦ﾐ）・「腋餉鰍斯」（諮）や「伊養欝「智による未然識の言己載の定型化は鰍

悉乃御世」（出雲国造神賀詞）・「鳶」櫃翻・「巌矛　この「智」をサト椥阯する綱力㍉これによる未

些磁箇」（翻等の語幹と陥サやイは編轡贈；1鑑豪聡蕪鴛砦黎黛欝孟繍藻撫瀧響了謙齋平家物訓過去未来の鹸を兼ね麟なば灘

る緊張・恐濯憾［青の形綱がカシコシ，その存在碓　鷲）に示されるように・過・現・未の関係の理法とし

状の形容詞がイカシであ・て，サカシは非凡・強力な知ての因羅じて「雑奈迦波力・久曽謡植」（需）

惟蕩穰撫也」（翻一「讃日鵬鷲錦二漏鵬t驚振
を意味する。この字を私記丙本は佐止支，字鏡は佐賀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　形の事柄の認識に対してのみ用いられるのである。名義

志，佐止留。名義抄はクロシ・カシコシ・サカシ，等と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　抄がサトルと訓ませた字は60個に近いが，そのほとんど

訓んでいる。なお，名義抄がサトシともサカシとも訓ん
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が聰・智・慧・識・解・通・達・観・覚・醒・悟，等々だ字は智・慧・俊であり，サカシとだけ訓んだ字は賢・

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に見らるごとき系統の字であることからも想察されるご

とく非難に値する行為・性情を表現する言葉の語幹にも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はコトワリを知ることであった，と言えよう。源氏の

なるということである・　　　　　　　　「三史五経の愚腿芳を恥かに動明かさむこそ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サト諱諱?ｯ描サトシからの転成語であ（帝木）はその一例である・

る．その過程は，「茂く（壁）一茂り（懸）」・「重き　3・3シル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　られ，記紀・万葉を通じて知の字がもっとも多く当用さには後世の傍訓サトルが似合いの文字は少なくない。し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れている。字鏡には知をシルと訓注した例はないが，名かし，記紀にはサトルの訓注や仮名書きは存在せず，サ

点翻蕪驚熱蹴1繍禦葵裟5翻儒継畿総響難」
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独乙語ではwiSS㎝と㎞㎝とを合せた鵬がこれlllの・「都自」（欝雛）・「麟（響己）「伊戸

織毒篶智欝鵬摯禦悉野講肚乏」傑室去訓差）のジな、・しシと同じ畦

式副講の「物知人」（翻や宣命の「知物人」（糠匿）と同様の町壁聴のヌシの約音であ

鱗繊職鞍）鰻㌦三1購ll撫織繍二購繊離llllll繍駕鷲ll三1

る・また知ラス（他動詞下二段活用）は通報すること臆味す対応するのはH㎝㏄h・・であろう．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　oる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウシバクのバクは「伊豆毛多祁流賀　波祁流多知」

3小2治ルとウシバク　　　　　　（藷行）の・・ク（鍵繍）で，ものを身晴けることない

（1）治　　ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　し所持することを意味する。したがって，ウシバクは宰

紀の「輪下融国・」（難）・鳳以海・…也」領することを意味し，独乙語ではh…s・h・・がこれに

領知を意味するシルの活用（他動詞四段活用）である．罐記がシバクはシにお匠同根・同義である．

知ルおよび搭ル妹然形をともに「斯良」と言己載してい　3・3・3知ルー再考察一

ることは，両語の同根性の反映であろう。　　　　　　　　治ルは宰領’領知することであった・治ルために塔撃

治ルに知の字を当用した例は，万葉の「高知座而」　　象を把握認識することが必要である。対象の数量的認識

欝翻騰靴聯撫灘鑑i灘難欝　　　　　　　　　●き意味を有するから治ルに当用されてもおかしくない。　　た語である。知ルは治ルから派生したとしてもおかしく

礫・は「早賄標指益乎」（ll）のごとく占領・領有飢知ラス（轟）に対する「翻麟）・知ルに対すを脚桑鷺鐙鶴ス．シ。ス｝ま撫多る「萎」（粛也）の当用は，派生の欄磁映で

榔餅そ嚇「高自所蜘（1°）か囎さ灘難識籍騎紫墜醗舞
れよう聖人の原義は日治であった。

が知ルの原義が対象を知性において把握することだ，と
（2）　ウシバク

．．．．．　　　　　　　　　　　．　　いうことを示しているのではなかろうか。英語では
記の「汝之宇志波祁流葦原中国者。我御子之所レ知　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　grasp，独乙語ではbegreifenがシルの原義にもっとも

国」（上）においては，治ルはウシバクより高次とされてい

驕Dウシバクのウシは「三熊之大人套瀦」㈱の泓

宇志である・宇志のウは「牽麻㈲」（磯）・「敦
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Original　meaning　of　the

Japanese　old　words　which　mean　learning

Toshio　Kimura

Abstract

The　Japanese　old　word－narahu（習フ），manebu（真似ブ），　manabu（学ブ），　satoru（悟ル）・

shiru（知ル）－means“learn”－in　the　wide　sense・This　article　is　the　philological　and　etymo一

1。gi・a1・t・dy・f　th・・e　w・・d・．　B・t　the　aim・f　thi・a・ti・1・i・t・・ff・・th・p・・b1・m・and　the

、・ggesti・n・f・・th・p・y・h・1・gi・al　investig・ti・n・・f　imit・ti…practi・e・lea・ni・g…9・iti・n・

apprehension，　and　etc．　Clarified　original　meanings　are　following．

narahu：to　follow　the　object，　to　take　after　the　exemplar．

manebu：to　reflet　the　object　on　oneself．

manabu：to　love　the　object．

satoru：to　conprehend　the　object　prespicaciously・

shiru：to　grasp　the　object・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

、　r　，


